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≪原書への絶賛書評≫
◆「感情資本主義」、「感情の共同体」など現代思想の諸問題と切り結ぶ歴史学の一大成果。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ――Etudes, Benoît Heilbrunn
◆しばしば他者の目に隠蔽されてきた感情の冒険をめぐる壮大な体系化。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　――La Libre Belgique, Eric de Bellefroid
◆斬新なテーマに関する先駆的な試み。多様性、独創性、創造性は称賛に値する。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ――Le Figaro Histoire, Eric Mension-Rigau
◆広大な心性史の領域に新たな礎石を据える。――Livres-Hebdo, S.J.R
◆画一化の進む現代、感情がどのように表現され、秘められてきたかを歴史的に探る。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　――Page des libraires, Sarah Castel
◆古代の怒り、中世の宮廷恋愛、革命期の暴力、ロマン主義時代の涙と喜び……感性と
　情念は時代によって異なる表現をもつ。――Sciences humaine, Martine Fournier

『 身 体 の 歴 史 』『 男 ら し さ の 歴 史 』 で、 歴 史 学 に
新 た な 領 野 を 切 り 拓 い て き た 三 部 作 の 完 結 編

遂 に 完 結 ！



『感情の歴史』とは何か――「総序」より

アラン・コルバン（Alain Corbin）
1936 年フランス・オルヌ県生。カーン大学

卒業後、歴史の教授資格取得（1959 年）。リ

セで教えた後、フランソワ・ラブレー大学

教授として現代史を担当（1972-1986）。1987

年よりパリ第 1大学教授。現在は同名誉教授。

著書に『娼婦』『においの歴史』『浜辺の誕生』

『時間・欲望・恐怖』『人喰いの村』『感性の

歴史』『音の風景』『風景と人間』『空と海』『快

楽の歴史』（以上邦訳、藤原書店）など。『身

体の歴史』（全 3 巻）の『Ⅱ　19 世紀　フラ

ンス革命から第 1 次世界大戦まで』を、『男

らしさの歴史』（全 3 巻）の『Ⅱ　男らしさ

の勝利――19世紀』を編集。

ジョルジュ・ヴィガレロ
（Georges Vigarello）

ジャン ＝ ジャック・クルティーヌ
（Jean-Jacques Courtine）

1941 年モナコ生。パリ第 5 大学教授、社会

科学高等研究院局長。身体表象にかんする

著作があるが、とりわけ『矯正された身体』

『健全と不健全』『太目の変容。肥満の歴史』

『古代競技からスポーツ・ショウまで』（以上、

スイユ社）『清潔（きれい）になる「私」』（邦

訳、同文館出版）『強姦の歴史』（邦訳、作

品社）『美人の歴史』（邦訳、藤原書店）など。

『身体の歴史』（全 3 巻）のうち『Ⅰ　16-18
世紀　ルネサンスから啓蒙時代まで』を『男

らしさの歴史』（全 3 巻）の『Ⅰ　男らしさ

の創出――古代から啓蒙時代まで』を編集。

1946 年アルジェ（アルジェリア）生。15 年

間アメリカ合衆国で、とりわけカリフォル

ニア大学サンタ・バーバラ校で教える。パ

リ第 3 大学文化人類学教授を経て名誉教授。

言語学・談話分析、身体の歴史人類学。著

書に『政治談話の分析』（ラルース社）など。

エルネスト・マルタンの『奇形の歴史』（1880

年）を復刊（J・ミロン社）。『身体の歴史』（全

3巻）の『Ⅲ　20世紀　まなざしの変容』を、

『男らしさの歴史』（全 3 巻）の『Ⅲ　男ら

しさの危機？――20-21世紀』を編集。

『感情の歴史』の監修者たち 各巻の構成

――感情は人類の属性であり、人類とともに存在してきた。それが
何か人は気づくし、理解できる。感情はあまりに明白なので、時間
に無関係と思われるほどだ。さまざまな時代と場所に等しく観察され、
共通した体験や一見したところ共有される反応があることを示唆し
ている。たとえば大切な人の死に臨んで感じる苦しみ、何らかの危
険の後の混乱、失敗したときの苦渋、楽しいことがあるときに感じ
る喜び、などである。これらはすべて一般的な出来事であり、普遍
的なものと永久不変なものがそこに見出される。興奮、不安、歓
喜が文化と社会を活気づけ、汗、不快感あるいは震えがその避け
がたい表われを示す。
――恐怖、恥辱、怒り、喜びはおそらくいつの時代にも観察されるし、
ひとつの時代から別の時代になっても理解され、「把握される」よう
に思われるが、じつは個人によって、文化によって、感受性によって異
なるのだ。これらの感情には独自の状態と変遷があり、変化し、個別
化し、一般的に広く存在するとはいえ細分化された可能性を示す。
――悲しみ、喜び、怒り、恐怖などの感情が存在したことを頭から疑
うわけではなく、これらの感情の一般的な性質に異を唱えるわけで
もない。変化したのはむしろ感情の意味、そのかたち、濃淡、程
度であり、その違いはきわめて重要だ。

――感情の歴史的な多様性、濃淡、変化は何よりもまず文化と時
代の反映だということである。感情は状況に対応し、感受性の輪郭
に合致し、生活様式と存在様式を表現するし、この様式そのもの
が情動とその程度を方向づける個別的で特定の環境に左右される。
――『感情の歴史』は、『身体の歴史』『男らしさの歴史』と続い
てきたシリーズの掉尾をかざる。
――身体、男らしさ、そして感情。これらの対象の性質を見れば、
おそらくこの計画の意義も把握されるだろう。つまり個人、その身
体的存在、性的な刻印、感情生活に関する物質的、感覚的な系譜
学という観点から、かつて心性史によって拓かれた道を継承しようと
したのである。
――計画の中心にあるのは歴史的な見方だ。分析の角度を多様化
し、それまで気づかれなかった世界を発掘し、感情が無視されて
きたところにも一貫性があることを明らかにする。
――感情の歴史はこうして、西洋人の意識における心的空間のゆ
るやかな構築をめぐる歴史に接合される。感情の歴史は内面性の
果てしない変化を示す。そしてこの点は強調すべきだが、感情の歴
史は方法論上の明白な結果を求める。

アラン・コルバン＋ジャン＝ジャック・クルティーヌ＋ジョルジュ・ヴィガレロ
（小倉孝誠 訳、構成・編集部）
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Ⅰ　

一
七
三
〇
年
か
ら
革
命
後
ま
で

1
　
感
受
性
の
強
い
魂
の
目
覚
め
／
2
　
個
人
の
感
情
と
天
候
／
3
　
自
然
の
光
景
を
前
に
し
て
／
4
　
気

象
と
集
合
的
情
動
／
5
　
政
治
的
情
動
―
―
フ
ラ
ン
ス
革
命

Ⅱ　

革
命
後
か
ら
一
八
八
〇
年
代
ま
で

6
　
死
刑
台
を
前
に
し
て
―
―
苦
痛
の
光
景
か
ら
教
育
の
舞
台
へ
／
7
　「
私
」
と
魂
の
気
圧
計
／
8
　
欲
望

と
快
楽
の
か
た
ち
、
失
望
そ
し
て
不
安
／
9
　
感
じ
や
す
い
魂
か
ら
感
情
の
科
学
的
出
現
へ
―
―
私
的
領
域

に
お
け
る
感
情
の
濃
密
化
／
10
　
軍
事
的
熱
狂
と
戦
争
の
暴
力
／
11
　
大
型
獣
狩
猟
の
時
代
／
12
　
賛
同
へ

の
熱
狂
―
―
政
治
的
感
情
の
新
形
態
／
13
　
抗
議
の
感
情
／
14
　
宗
教
的
感
情
の
刷
新
／
15
　
舞
台
芸
術
が

も
た
ら
す
新
た
な
感
情
／
16
　「
私
の
魂
の
う
え
に
奏
で
ら
れ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
弓
の
よ
う
な
」
―
―
風
景

を
前
に
し
た
個
人

第
Ⅲ
巻
　
十
九
世
紀
末
か
ら
現
代
ま
で

ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ク
ル
テ
ィ
ー
ヌ
編
（
小
倉
孝
誠
監
訳
）

終
わ
り
つ
つ
あ
る
19
世
紀
は
「
繊
細
な
人
間
」
を
発
明
し
、
戦
争
の
喧
騒
が
と
ど
ろ
き
、
革
命
の
熱
狂
が
響

き
わ
た
る
の
を
耳
に
し
た
。
や
が
て
新
た
な
時
代
が
幕
を
開
け
る
。
個
人
に
も
集
団
に
も
、
い
た
る
と
こ
ろ

で
感
情
の
支
配
が
広
が
っ
て
い
く
。
情
愛
、
感
情
、
情
念
、
さ
ら
に
は
倒
錯
や
狂
気
。
魂
の
未
知
の
動
き
が

主
体
の
制
御
か
ら
逃
れ
、
群
衆
は
奇
妙
な
情
動
に
感
染
し
、
新
た
な
知
が
そ
れ
ら
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
。

第
Ⅲ
巻
で
は
、
そ
の
後
現
代
人
の
も
の
と
な
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
の
シ
ス
テ
ム
が
探
索
さ
れ
る
。 

序　

論　

感
情
の
支
配

Ⅰ　

感
情
を
考
え
る

1
　
人
類
学
の
言
説
／
2
　
科
学
の
ほ
う
へ
―
―
心
理
学
、
生
理
学
、
神
経
生
物
学
／
3
　
感
情
の
資
本
主

義
／
4
　
怒
り
、
共
感
、
市
民
と
し
て
の
情
熱
―
―
感
情
を
め
ぐ
る
政
治
生
活
／
5
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
歴
史

―
―
恥
辱
の
例

Ⅱ　

一
般
的
な
感
情
の
生
成

6
　
覚
醒
の
時
代
―
―
子
供
時
代
、
家
族
、
学
校
／
7
　
社
会
参
加
す
る
―
―
政
治
、
事
件
、
世
代
／
8
　

動
物
へ
の
情
愛
／
9
　
感
情
的
な
熱
狂
―
―
驚
き
と
失
望
の
あ
い
だ
で
揺
れ
る
旅
／
10
　「
荒
地
」
―
―
自
然

に
た
い
す
る
感
情
の
変
化

Ⅲ　

ト
ラ
ウ
マ
―
―
極
限
的
な
感
情
と
激
し
い
暴
力

11
　
戦
争
の
悪
夢
／
12
　
強
制
収
容
所
の
世
界
―
―
そ
れ
で
も
や
は
り
情
動
は
存
在
す
る
／
13
　
民
族
大
虐

殺
者
は
殺
す
時
に
何
を
感
じ
る
の
か
／
14
　
壁
と
涙
―
―
亡
命
者
、
移
住
者
、
移
民
／
15
　
身
体
の
崩
壊
―

―
病
と
死
を
前
に
し
て

Ⅳ　

感
情
の
機
制
と
情
動
の
系
譜

16
　
不
安
の
時
代
に
お
け
る
恐
怖
心
／
17
　
う
つ
と
い
う
症
例
／
18
　
屈
辱
感
―
―
堕
落
さ
せ
る
、
貶
め
る
、

破
壊
す
る
／
19
　
共
感
、
世
話
、
同
情
―
―
人
道
主
義
的
な
感
情
／
20
　
愛
、
誘
惑
、
欲
望

Ⅴ　

感
情
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル

21
　
芸
術
へ
の
愛
の
た
め
に
／
22
　
暗
闇
の
な
か
で
笑
い
、
泣
き
、
怖
が
る
／
23
　
ス
ポ
ー
ツ
の
情
熱
／
24

　
感
情
の
演
劇
性
／
25
　
音
楽
を
聴
く
こ
と
／
26
　
テ
レ
ビ
画
面
―
―
情
動
の
大
き
な
実
験
室


